
 競 技 注 意 事 項  

 

１ 本大会は２０２６年日本陸上競技連盟規則および本大会要項に準じて行うが、小学生については「1 回目のフライ
ングで失格」の新規則は適用せず、旧ルール（一人が２回のフライングで失格）を適用する。 

 

２ 競技場への入退場について 

 【 競技者・引率者・審判 】  

   ・開場午前７：００ 

   ・正面駐車場は競技審判員、第一駐車場は引率者・保護者が使用する 

    満車の場合は有料駐車場へ（路上駐車をしない） 

   ・競技場内への入場はすべて第一ゲート（１００ｍスタート方法地点）を使用する。 

  【 保護者・観戦者 】 

   ・競技場内への入場はすべて第１ゲート（１００ｍスタート地点後方）を使用する。 

   ・送迎は競技場周辺の停車を禁ずる。札幌陸協ＨＰ「送迎について」を参照すること 

    第１駐車場内送迎スペースを利用すること。近隣住民や商業施設からの苦情絶えない。 

  【 共 通 】 

   ・トイレについて 

    選手保護者は、第１ゲート外側トイレ、２階スタンド席後方トイレを利用すること。 

    選手は屋内練習場のトイレも利用できる。 

   ・競技開始後は、正面入り口から場内に入場することはできない（緊急時を除く） 

   ・貴重品の管理は十分注意を払うこと。テント等には必ず1名いるように。（置き引き多発） 

   ・第２駐車場を利用することは出来ない。 

  【 記録等 】 

   記録掲示板を用いての記録等の表示は行わない。放送では３位までの記録等を発表する。 

それ以外はアスリートランキングで確認する。 

 

３ 競技者の招集について 

（１）招集場所は、各スタート地点及び競技場所とする。 

（２）招集開始時刻および招集完了時刻は、全てその競技の開始時刻を基準として次の通りとする。 

   招集開始時刻 → 20分前 

   招集完了時刻 → 10分前 

（３）招集方法 

  ・点呼は時間を守り、必ず本人が行くこと。 

  ・招集完了時刻に遅れた選手は、当該競技種目を棄権したものとみなす。 

  ・スタート地点にいる審判に自分のナンバーカードを見せ、自分の種目・組・レーン・氏名を伝え、確認を受 

ける。 

   ・点呼終了後、勝手に移動せず、審判の指示に従う。 

 

４ 競技について 

（１）スタートの合図は、イングリッシュコールとする。フライングは小学生は１人２回で失格、中学生以上は１回 

で失格となる。 

（２）リレー種目の最終走者は、スタート前に個人・学校・チームで準備した腰ナンバーカードを短パン右腰のやや 

後ろにつける。競技者係（点呼場所）から腰ナンバーカードを借り受けた場合は、フィニッシュ後、各自で借りた 



場所に戻す。 

（３）事故防止のため、短距離ではフィニッシュ後も自分のレーン（曲走路）を走る。 

（４）リレーのオーダーは、招集完了時刻の60分前までに競技者係へ提出する。 

  ※下記 ５ その他（１）に該当する選手が出場するチームは、その旨、オーダー用紙のチーム名欄に「オープン」と 

明記する。競技者係でも確認する場合がある。 

 

５ その他 

(1)大会要項に記載している参加資格以外の選手が出場するチームは、オープン参加となる（大会要項 ９参加資格） 

（２）表彰は、小学６年女子４×１００ｍR 優勝チームに札幌市長杯、中高一般男子４×１００ｍR 優勝チームに協賛杯。（大

会終了後、団体代表者に渡します） 

（３）各種目とも3位までのチーム・競技者に賞状を渡す。 

（4）表彰式は実施しない。 

（5）競技者以外の者は、絶対、競技場内に立ち入らないこと（特に本部前は通行禁止） 

（6）自分のごみは持ち帰ること。 

（7）プログラムは、各チーム１冊ずつ配布する。 

（８）撮影については、札幌陸協HP～大会参加者の皆様へ～「競技会における「撮影（写真・動画）制限」に関するお願い 

を遵守すること。 

 

 

 

 

 


